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研究成果の概要（和文）：滋賀大学経済学部附属史料館に寄託されている重要文化財「菅浦文書」の再調査を行い、合
計407点の史料を点検した。菅浦文書研究文献データベースを構築して史料館で公開した。滋賀県長浜市西浅井町菅浦
で現地調査を実施し、現地に残る史料をデジタル撮影した。最終年度である2015年には史料館で「菅浦文書」と関連史
料を用いた企画展を開催し、講演会とシンポジウムも実施した。当研究期間中に論文18件などを公表した。

研究成果の概要（英文）：We reinvestigated "Sugaura Documents", an important cultural property held in the 
archival museum, faculty of economics Shiga University and analyzed the total of 407 documents . Besides, 
we constructed a datebase concerning the articles and books of the Sugaura Documents and opened to the 
public of it. We also conducted field survey in Sugaura, Nishiazai-cho, Nagahama-shi, Shiga and took 
pictures of the historical records digitally . In 2015, the last year of the project, we held an 
exhibition of "Sugaura document" and related documents at the archival museum, hosting a lecture and a 
symposium. In result, we published the 18 articles during the project.

研究分野：日本近世史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 滋賀大学経済学部附属史料館（以下、附
属史料館と略）に寄託されている「菅浦文書」
（2,158 点、中世分 1,261 点は重要文化財）
は、日本中世惣村研究史上にあって、最も代
表的な史料群であり、1950 年代以降に膨大な
数の研究成果が生み出された。また菅浦文書
は、荘園史研究や、いわゆる「自力の村」論、
中世地域社会論等にあっても盛んに参照・引
用されてきた。しかし、菅浦文書自体の新た
な研究は、田中克行氏による『中世の惣村と
文書』（1998）や、蔵持重裕氏の『中世村の
歴史語り』（2002）等を除くと、近年は減少
している。 
 
(2)これは、まとまって活字化された菅浦文
書史料集としては唯一の滋賀大学日本経済
文化研究所史料館編纂『菅浦文書』（以下、『菅
浦文書』と略）に、史料の誤植や人物・花押
比定の誤り等が指摘されており、研究に支障
を生じさせていることが関係する。菅浦文書
の研究を再活性化させるには、菅浦文書の正
確な内容を学界において広く共有できる環
境を創出しなければならず、そのためには全
面的な菅浦文書の再調査と、その作業に基づ
く新たな史料集の刊行が必要であろう。 
 
(3)また、菅浦文書が伝来した滋賀県長浜市
西浅井町菅浦については、中世史料のほか、
近世・近現代史料も多く残されている。しか
し、「菅浦＝中世惣村」という思い込みが強
い故か、原田敏丸氏による 1960 年代の一連
の成果を除くと、近世以降の菅浦の研究は現
在まできわめて少ない。さらに現地菅浦の阿
弥陀寺で近世・近現代史料を大量に保管して
いること等も確認されているが、それらの調
査・公開も現在まで十分に行われているとは
言えない。 
 
(4)そこで、本研究では、中世・近世近江の
村落の社会構造・環境・景観・産業（商業・
漁業）・流通等の諸分野を専門とする研究者
を招集し、菅浦文書はじめ諸関連史料群を共
同で調査・研究して、『菅浦文書』の点検・
修正を実施することとした。これは、新たな
『菅浦文書集成（仮）』の刊行に向けた作業
であり、菅浦文書の公開を強力に推進するた
めのものである。さらに菅浦文書の共同研究
を通じて、伝統的村落社会の変化と持続の諸
相の解明と、新たな中世・近世村落史の分析
方法の展望を目指すこととした。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究の目的は、（Ａ）菅浦文書全点の再
調査と『菅浦文書』の点検・修正、（Ｂ）菅
浦文書研究・公開拠点の形成、（Ｃ）中世・
近世史研究者による菅浦文書の通時代的・多
角的な共同研究という、３つの課題を達成す
ることである。 

 

(2)（Ａ）については、菅浦文書全点の原本
を厳密に検証して、『菅浦文書』の要修正点
を確定する。この作業は、菅浦文書に関する
研究史を逐次参照しながら進める必要があ
るため、1950 年代以降の研究文献（著書・論
文・自治体史）を網羅的に収集して、菅浦文
書研究文献データベースを構築する。これは、
各文献における史料１点ごとの翻刻・引用状
況を全て調査・データ化したものである。以
上を通じて、飛躍的に正確性を高めた菅浦文
書の翻刻を実現する。 
 
(3)（Ｂ）については、附属史料館で収蔵す
る「菅浦家文書（近世分）」や「菅浦共有文
書（近世・近現代分）」等の史料群の再調査
と目録化を実施する。史料目録は、附属史料
館『研究紀要』に掲載して公表する。また、
現地菅浦の阿弥陀寺等が保管する近世・近現
代史料をはじめ、他の研究機関・個人所蔵の
菅浦文書関連史料の調査・収集・撮影を行な
う。菅浦文書研究文献データベースの公開や、
本研究で収集した菅浦文書関連史料・菅浦文
書研究文献等を附属史料館において利用可
能な状況とすることを通じて、高度な菅浦文
書研究・公開の拠点を形成する。 
 
(4)（Ｃ）については、菅浦文書および諸関
連史料群を用いた共同研究を実施する。共同
研究では、菅浦の社会構造・環境・景観・産
業・流通・宗教・文化について総合的・通時
代的に分析し、人々の生活の場＝村落の中世
から近世にかけての変化・持続と、現在の地
域社会との関係性を解明する。共同研究の成
果は、論文・研究ノート・研究報告等として
公表するとともに、『菅浦文書』の点検・修
正にも積極的にフィードバックする。 
 
３．研究の方法 
(1)菅浦文書研究文献データベースの構築を
推進し、公開する。菅浦に関する研究文献の
収集も進め、現物あるいはコピーを附属史料
館において公開に供する。 
 
(2)菅浦の現地調査を年に２～３回実施して、
阿弥陀寺保管文書等を調査し撮影する。 
 
(3)附属史料館において、研究代表者および
分担者による共同研究会を開催する。研究会
は年４～６回程度実施し、菅浦文書原本の再
調査と点検・修正作業や、(1)および(2)の作
業の進捗状況の確認、『菅浦文書集成（仮）』
の刊行に向けた準備作業、研究報告と討論等
を行う。この共同研究会において、本研究の
今後の方針を決定し、問題が生じた際には合
議による解決を図る。研究代表者・研究分担
者と、各自の具体的な役割分担は、以下の通
りである。 
 
青柳周一  研究代表者。菅浦文書調査・研 

究の総括。菅浦文書による宗教 



史的研究。 
宇佐美英機 研究分担者。菅浦文書による商 

業・経営史的研究。 
宇佐見隆之 研究分担者。菅浦文書による荘 

園史・交通史的研究。 
水野章二  研究分担者。菅浦文書による村 

落構造研究。 
東幸代   研究分担者。菅浦文書による漁 

業史・舟運史的研究。 
橋本道範  研究分担者。菅浦文書による環 

境史的研究。 
 
なお、研究成果については、必要に応じて学
会・研究会での研究報告を行う。研究論文を
学会誌ないし附属史料館『研究紀要』に投稿
する。 
 
(4)「菅浦家文書」・「菅浦共有文書（近世・
近現代分）」等の目録を整備して、附属史料
館の『研究紀要』に掲載する。 
 
(5)最終年度である 27 年には、附属史料館に
おいて研究成果に基づく菅浦文書の企画展
示やシンポジウムを開催する。また研究論文
を掲載した『研究紀要』を特別に編集・刊行
する。 
 
４．研究成果 
(1)菅浦文書全点の再調査と刊本『菅浦文書』
の点検・修正のため、研究代表者・分担者・
協力者による研究会を附属史料館で合計 21
回開催した（24 年度４回、25 年度 5 回、26
年度 6回、27年度 6回）。研究会では刊本『菅
浦文書』での翻刻内容を点検し、史料中の人
物や年代の比定、史料名等を検討した。刊本
での誤字や史料名等を訂正し、新たな『菅浦
文書集成（仮）』の刊行に向けた作業を進捗
させた。期間中に点検・修正した史料は、合
計 407 点である（24 年度 77 点、25 年度 128
点、26 年度 139 点、27 年度 63 点）。25 年度
以降は作業方法を改善し、年間の研究会の回
数も増やしたため、点検・修正数を増加させ
ることができた。ただし 27 年度は研究会に
おいて、(5)に述べる展示及びシンポジウム
に関する作業も行ったため、その分点検・修
正数は少なくなっている。 
 
(2)24 年度に、菅浦文書に関する研究論文・
著書・自治体史 543 件を調査して、文献のタ
イトル・著者名・発行年（初出）・初出誌ま
たは書名・転載書名・利用している史料の番
号・翻刻文の有無等のデータを抽出し、「菅
浦文書研究文献データベース」を構築した。
25 年度以降もデータベースの加筆・修正を行
い、その内容を継続的に充実させた。現在、
データベースは附属史料館において公開に
供している。研究文献・著書・自治体史のう
ち、これまで史料館に未架蔵であったものは
購入ないしコピーにより随時入手し、利用可
能な状態とした。これら取組を通じて、菅浦

文書の研究・公開のための環境を整備した。 
 
(3)菅浦文書の関連史料の整理と目録化を実
施した。期間中に目録を刊行した史料群は、
下記の通りである。 
①「菅浦家文書（近世分）」348 点（25 年度） 
②「菅浦共有文書（近世・近現代分）」1,057 
点（26 年度） 
③「今村惣左衛門家文書」289 点（27 年度） 
④「下村善四郎家文書」164 点（同） 
なお、それぞれの史料目録は、附属史料館『研
究紀要』47～49 号に掲載して公表した。 
あわせて、「大橋半右衛門家文書」、「中川家
文書」、「阿原助太夫家文書」といった史料群
についても仮目録を作成し、附属史料館にお
いて公開可能な状態にすることができた。 
 
(4)滋賀県長浜市西浅井町菅浦における現地
調査を、期間中に通算 10 回実施した（24 年
度 3 回、25 年度 3 回、26 年度 2 回、27 年度
2回）。現地では、阿弥陀寺保管の近世・近代
文書を中心に、菅浦郷土史料館及び個人宅保
管の近世文書等の撮影・仮目録化を行った。
期間中に撮影した史料の点数は 1,882 点（24
年度 229 点、25 年度 465 点、26 年度 652 点、
27年度 536点）で、仮目録化した点数は 1,622
点である（24 年度 323 点、25 年度 179 点、
26 年度 872 点、27 年度 248 点）。25 年度から
撮影した画像を史料館で整理し、1,417 点の
目録を作成した。また 25 年度には現地菅浦
で須賀神社 1250 式年祭が開催され、研究代
表者・分担者はこれに参加して記録や聞き取
り調査を行った。 
 
(5)本研究による成果公表のため、附属史料
館において、①春季展示「江戸時代の村に生
きる―菅浦共有文書から」（会期 5月 11 日～
6月 12 日、観覧者数 746 人）と、②特別展「重
要文化財菅浦文書を読み解く」（会期 10 月 13
日～11 月 20 日、観覧者数 601 人）を開催し
た。①は、(3)で述べた「菅浦共有文書（近
世・近現代分）」を用いて構成した。②は研
究会において展示のコンセプトや展示史料
選定に関する議論を行い、研究成果を展示内
容および展示図録に積極的に反映させるこ
ととした。展示図録は研究代表者・分担者・
協力者で分担して執筆し、刊行した。特別展
とあわせて、関連講演会（講師は長浜城歴史
博物館館長・太田浩司氏）と、研究代表者・
分担者をパネラーとするシンポジウム「菅浦
の歴史と史料を語る」も実施した（10 月 31
日、出席者 116 人）。 
 
(6)本研究による成果公表のため、附属史料
館『研究紀要』49 号（28 年 3 月刊行）を特
別編集し、研究代表者・分担者・協力者によ
る論文 2・研究ノート 5・史料紹介 1 を掲載
して刊行した。あわせて特別展関連講演会の
講演録と、史料目録 2（今村惣左衛門家文書・
下村善四郎家文書）も掲載した。 
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